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解答・解説　はが ぬける わけ（1年・せつめい文）

問1　ウ
もん

はじめの だんらくの「はが ぐらぐらして」は、はが しっかり とまらず、ゆれて うごく ようすです。

問2　イ
もん

四つ目の だんらくに「大人の はの ほうが、にゅうしより 大きくて じょうぶです」と かいて あります。
よっ め おとな おお

問3　大人の は
もん おとな

二つ目の だんらくに「にゅうしの 下では、大人の はが そだって います」と かいて あります。
ふた め した おとな

問4　（れい）一生 つかう たいせつな はだから。
もん いっしょう

四つ目の だんらくに「一生 つかう たいせつな はです」と かいて あります。ずっと つかう、たいせつな は、と いう ことが かけて いれば ○です。
よっ め いっしょう
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